
主 日 礼 拝 週 報 
 

２０２４．１２．２９                          司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                  説 教：    申 鉉 錫 牧 師 

黙 祷           奏 楽                中村幸執事 

☆讃 美                             ５７                                   一 同 

☆信仰告白           使徒信条                  〃  

☆交 読                            ３９                                    〃  

☆讃 美                            ８２                                    〃  

 祈 祷                                                  司会者 

聖 書                           マタイ 18：21～35                           〃  

 讃   美              ３５５                            聖歌隊 

説 教                                      許しの教え                                                 申鉉錫牧師 

☆讃 美                              ４１０                                              一 同 

献 金                                           〃  

報 告                                                            司会者 

☆頌 栄                          ６                                     一 同 

☆祝 祷                       申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏           中村幸執事 

 閉 会                         一 同 

☆は一同起立  

●２０２４年１２月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． イスラエルとハマスの戦争が終わるように 祈りましょう。 

３． 来る 31 日 夜 12～1 時に、送旧迎新礼拝を お捧げします。 

４．   先週は クリスマス礼拝で、 クリスマス 特別献金をお捧げしました。

112,000 円。全額救済に贈りました。 

 

牧 師 所 感 ：         送る歳 2 0 2 4 年を回顧する  

送る歳 2024 年は 筆者の 生涯を顧みる時、今までのどの 歳よりも、幸せな日々を送っ

たという 感謝である。 

今年 91 歳を生きるにあって、過ぎ去った 幸せな年がなかったという意味では決して

ない。ではなく、過ぎ去った 日々は、また生きる 力に 余力があって、思うままに行動

が出来たということである。 

だが今年に入って、急速に 力が衰え、正常な活動が出来なくなった。病院に 15 日間

もお世話になった。車の運転すらも出来なくなる程、周囲が心配してくれるようになっ

た。つまり死が目前に 迫っていることを周囲が心配してくれるようになった。でも、

日々を今より 誠実に 生きて、神の 思
おぼ

召
しめ

しに答えたい  一念は 変わることはない。老体に

鞭
むち

打
う

って毎週 講壇で 御言葉を、宣べ伝えることが出来るのを、この上ない 祝福と 心得

ている。 

以上の告白は 私個人の 告白である。 

さて、次は 教会の信徒の 教会生活である。過ぐる一年、誰も病気せず、忠実に礼拝

（52 週）を守り、神に仕えて来られたことを 感謝する。 

特に、ロシアとウクライナの戦争、イスラエルとハマスの戦争で、犠牲になった民間

人の人々を悼み、戦争終結の為に 祈って来たことに 牧師として 感謝に耐えない。 

特に 対外の要請に従って 一年中（特にクリスマス）、特別献金を 捧げて 救済に答え

ることが出来て 感謝である。 

なお、世界情勢に目を配る時、今までとは違って、アメリカを始め、世界が自国主義

に舵を切り始めていることに 憂慮する。これからの 世界は どうなって行くのだろう？ 

おわりに日本 国は民主主義の 国として、世界に 貢献する国となって行きますようにと

祈る。と共に、祖国 韓国が 平和を取り戻す 国と なりますように 祈ります。 

聖書 エフェソの信徒への手紙  2：14 

「実に、キリストはわたしたちの平和であります。」！！ 

テコエ 明子 姉 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 

 


